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●砂川奇勝 

　ＪＲ和泉砂川駅を降りて、山手に15分ほど歩

くと、住宅地の中に白い丘と松の木が印象的な、

皆から「すなやま」と呼ばれる小さな公園があ

ります。 

　「すなやま」と呼ばれているこの公園は、正

式名称を「砂川奇勝」といい、今からおよそ200

万年前の洪積期に和泉砂岩の風化した崩土が海

底に堆積し、地殻変動により隆起して丘陵とな

ったものです。この丘陵は元来海の底にあった

砂岩ですから大変もろく、雨水によってどんど

ん侵食され変形していきます。この削られた姿が、

砂が流れる川のように見えたため、「砂の水を

流せるを以て此の名あり」といわれ、現在の「砂

川」という地名がつけられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　削られた丘は人工的には作り出せない独特の

景観を創り出し、ある時は猛虎の姿に、またあ

る時は天に駆け登る飛龍の姿に見えたといわれ

ています。また白い砂岩と周りの松の木の緑が

美しく、戦前は花壇やボート乗り場、展望台な

どが計画され、当時は泉州でも随一の景勝地と

して賑わい、訪れる人が絶えなかったというこ

とです。 

　戦後、その規模は縮小されましたが、砂岩層

から数千年前の貝や魚の化石を見つけたり、丘

を滑り台がわりにダンボールで滑り降りたりす

るなど、相変わらず子どもたちの絶好の遊び場

でした。 

　現在、その大部分が住宅地として開発され消

失してしまいましたが、今もその一部が砂川奇

勝公園として大切に保存されており、春や秋に

なると遠足で訪れた小学生たちの元気な声で「す

なやま」は賑わっています。 

▼お問い合わせ先▼ 
泉南市総務部政策推進課 
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高槻市 TAKATSUKI SHI

● お問い合わせ先 ● 
高槻市都市産業部商工観光課　 
（わくわくストリート実行委員会事務局） 
ＴＥＬ：０７２－６７４－７４１１ 
ＦＡＸ：０７２－４６６－５０２５ 
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　高槻市は、昭和１８年に人口３万人余りのまちと
して誕生してから京都や大阪のベッドタウンとして
の人口急増期を経て、現在では約３６万人の人口を
擁する中核市に成長を遂げてきました。中心となる
市街地には２つの百貨店をはじめ、活気ある生鮮市
場や商店街を有し、多くの魅力的なお店も集積して
います。また、駅からの徒歩圏内には、キリシタン
大名として有名な高山右近も居城としていた高槻城
の名残を伝える「城跡公園」をはじめ、古い由緒を
伝える「上宮天満宮」、西国街道の宿場町として栄
えた「芥川宿」など、豊富な歴史資源が近年注目を
集めており、歴史を活かしたまちづくりに関係者の
熱意も高まってきています。 
　そうした中、市民や商業者などの協働による、賑
わいあるまちづくりに向けた取組として、商店街を
舞台に巨大絵画を展示する「わくわくストリート
２１」をご紹介します。 
 
秋恒例の巨大絵画展 
　今年で８回目になる秋の恒例イベント「わくわく
ストリート２１」は“見上げれば子どもたちの夢が
いっぱい”をテーマとして、毎年１０月中旬から１
ヶ月間、商店街のアーケードなどに縦２.７ｍ、横３.５
ｍの子どもたちが描いた巨大絵画を展示する一大ア
ートイベントです。今年も、市内の保育園児から高
校生までの３４グループ、１,０００人を超える子どもた
ちが絵画の制作に参加しました。 
　巨大絵画の掲示がスタートする「オープニングイ
ベント」では、会場となった阪急高槻市駅構内に、
高校生による高槻太鼓の演奏や保育園児のコーラス
が華やかに響き渡り、１ヶ月間におよぶ「わくわく

月間」の開幕が告げられました。 
　わくわく月間中には、数多くの子ども向けイベン
トが開催されており、商店街には子ども達の明るい
声と笑顔があふれます。なかでも高槻センター街（商
店街）により企画・運営される「わくわくフェスタ」
では、大学生による人形劇やバルーンアート、親子
ミニ四駆大会、けん玉名人のスーパーテクニック披露、
ふわふわ風船ドームなど多くのアトラクションが無
料で行われ、会場となった高槻センター街はイベン
トを楽しむ親子など多くの人で賑わっていました。 
　今年は残念ながら
雨で中止となりまし
たが、子ども達が店
主になって商い体験
を行う「わくわくキ
ッズマーケット」や、
商店街を歩いて回る
「わくわくスタンプ
ラリー」など、新た
な企画も次々に生ま
れています。 
　「わくわくストリ
ート２１」は商店街を
舞台として、秋のシ
ーズンを代表する恒
例行事に発展してき
ました。実行委員会を構成する、市民・商業者・企
業・関係機関が一体となり、共に汗を流し、このイ
ベントをつくりあげていくことで、まちに新たなエ
ネルギーと賑わいが生み出されています。 
　皆様もぜひ一度、子どもたちの夢を描いた巨大絵
画の鑑賞にお越しください。 
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